
5 広報 4広報

生きがいを見つけることが元気の秘けつ
戸川孝雄さん、めでたく 100 歳を迎える

　戸川孝雄さん（大正 11 年 7 月 10 日生まれ）が、めでたく 100
歳の誕生日を迎え、グループホームひまわりにおいて、松尾和彦町
長から顕彰状と祝い金、記念品としてリンゴジュースが手渡されま
した。孝雄さんは、三戸町の目時で 3 人きょうだいの長男として生

孝雄さん（前列左）と孝雄さん（前列左）と
松尾町長（前列右）松尾町長（前列右）

まれ、子どもが 4 人、孫が 5 人、ひ孫が 9 人います。先祖代々の農家で、現役のときは、たばこ・リンゴ・ホッ
プなどを手がけていました。最近は、新聞を読むことが日課の孝雄さん。元気の秘けつは「好き嫌いなく、
何でも食べること」と「生きがいを見つけ、自分がやりたいことをすること」だと話しました。

税金の使い道について学ぶ
斗川小で「租税教室」

　小中一貫三戸学園斗川小学校（小田桐幸春校長）で、6 年生 6
人を対象に租税教室が行われました。
　児童たちは、役場税務課職員の説明や DVD などで、税金の種類
や使い道などについて楽しく学びました。

　山下蒼
あ お い

生さんは「道路や信号など、身近なところで税金がたくさん使われていることを知って勉強に
なりました。税金の大切さを考えながら生活していきたいです」と感想を述べました。

学習のやり方が分かれば、勉強は楽しい !!
三戸中で「学習コーチ」

　小中一貫三戸学園三戸中学校（小林孝史校長）で、7、8 年生を対
象とした「学習コーチ」を行いました。講師には、三戸町教育委員
会学習アドバイザーで三戸町ふるさと応援大使も務めているプラス
ティー教育研究所代表取締役の清水章弘さんを招き、「立志科」の授
業で生徒たちに勉強の仕方や楽しさを伝えました。その後、給食時間の黙食を盛り上げるため、学習コー
チ延長戦「生徒の質問にズバリ答える !」と題し、清水さんが生徒の質問に答える放送を行いました。
　青木秀真さん（三戸中 8 年）は「清水さんの『教育は人をつくる』という言葉が印象に残りました。今
回の授業を生かして、勉強のやり方を自分なりに工夫していきたいです」と話しました。
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放送で質問に答える清水さん（左）放送で質問に答える清水さん（左）

1 億円のレプリカを持ち上げる1 億円のレプリカを持ち上げる
児童たち児童たち

水辺の涼しさに笑顔
　三戸町商工会青年部（越後宏司部長）は、熊原川で 3 年ぶりの「さ
んのへ川まつり」を開催しました。ビニールプールやゴムボート、
カヤックの川下り、イワナとニジマス合計 600 匹を用意した川魚
のつかみ取りなどに大勢の人たちが訪れ、まつりを楽しみました。ゴムボートをこぐ子どもたちゴムボートをこぐ子どもたち
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長年、人権擁護委員として活躍
齊藤正雄さんに感謝状を贈呈

　平成 22 年 1 月からことしの 7 月 1 日までの 12 年 6 カ月の間
人権擁護委員を務めた齊藤正雄さんに感謝の気持ちを込めて、青森
地方法務局八戸支局の泉利夫支局長から感謝状が贈呈されました。
齊藤さんは、人権擁護委員として人権相談を受けたり、人権の考え 感謝状を受け取る齊藤さん（左）感謝状を受け取る齊藤さん（左）

方を広める啓発活動に長年尽力しました。泉支局長は「長年、人権擁護委員として精力的に活動してい
ただき感謝しています。今後も、これまでの経験を生かし、意見や情報提供などに協力していただきた
い」と話しました。齊藤さんは「人権について、少しでも皆さんに興味を持ってほしい。これまで学ん
できたことを、町民の皆さんに伝えていきたいです」と話しました。

自然や林業の理解を深める
みどりの少年団ミニグリーンジャンボリー

　自然や林業について理解を深めるミニグリーンジャンボリーが
行われ、貝森みどりの少年団 4 人が参加しました。午前中は南部
町で高性能林業機械の見学や枝打ちを体験し、午後はウッド・ロ
フトかいもりで椅子やプランターを作る木工体験を行いました。

中沢陸人さんは「枝打ちが特に楽しかったです。木工体験も、椅子が上手に作れてうれしかった」と
感想を話しました。

仲間と力を合わせて勝ち進む
三戸学園 A チームが囲碁大会で優勝

　7 月に行われた第 49 回北奥羽団体囲碁大会で優勝した小中一貫
三戸学園 A チーム（長根優初段、西村悠希初段、菊地一穂 3 級）と
子どもたちに囲碁を指導している小山田孝

よ し か ず

兆さんが役場を訪れ、慶
長隆光教育長に結果を報告しました。長根さんは「緊張したけれど、
仲間と力を合わせて優勝できたのでうれしかったです。来年も勝ち進みたい」と意気込みました。
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（前列左から）菊地さん、西村さん、（前列左から）菊地さん、西村さん、
長根さん、小山田さん長根さん、小山田さん

大きい機械に驚き !大きい機械に驚き !

多くの人に愛される食堂になってほしい
SAN・SUN 産直ひろば 食堂ネーミング式

　SAN・SUN 産直ひろば（竹野治会長）は、食堂部の新名称を町
内から募集しました。25 通の応募の中から「農家レストラン ほが
らか SAN」に名称が決定し、食堂ネーミング式が行われました。名
付け親の照井博子さんに記念品として、産直商品券 10,000 円分が

贈呈されました。竹野会長は「多くの人たちに愛される食堂になってほしい。新名物も考えていきたい
です」と意気込みました。照井さんは「みんなが笑顔でいるほがらかなところであってほしい。三（サン）
戸と産（サン）直が、太陽（SUN）のように明るくなってほしいという願いを込めました」と話しました。
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ほがらか SAN に、ぜひ来てください !ほがらか SAN に、ぜひ来てください !
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熊原川で「さんのへ川まつり」7/24
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